
平
成
二
十
八
年
三
月
三
日
提
出

質

問

第

一

六

七

号

沖
縄
担
当
特
命
全
権
大
使
の
功
績
と
評
価
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

仲

里

利

信
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沖
縄
担
当
特
命
全
権
大
使
の
功
績
と
評
価
に
関
す
る
質
問
主
意
書

沖
縄
担
当
特
命
全
権
大
使
は
、
頻
発
す
る
米
軍
人
・
軍
属
に
よ
る
事
件
・
事
故
や
基
地
か
ら
派
生
す
る
様
々
な
公
害
等
、
い

わ
ゆ
る
沖
縄
に
駐
留
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
に
関
わ
る
事
項
等
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
民
の
意
見
及
び
要
望
を
聴
取
し
、
外

務
省
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
米
軍
及
び
米
国
政
府
関
係
者
と
の
連
絡
・
調
整
を
行
う
た
め
、
平
成
九
年
二
月
に
鳴
り
物
入
り
で

設
置
さ
れ
た
。

設
置
当
初
、
沖
縄
県
民
は
そ
の
役
割
と
効
果
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
、
過
重
な
基
地
負
担
の
解
消
に
い
さ
さ
か
で
も
貢
献
す

る
の
で
は
な
い
か
と
の
淡
い
希
望
を
抱
い
た
。
し
か
し
、
相
次
ぐ
事
件
・
事
故
や
公
害
等
に
対
し
て
、
沖
縄
県
や
沖
縄
県
議

会
、
市
町
村
、
市
町
村
議
会
、
諸
団
体
等
が
そ
の
都
度
抗
議
や
意
見
書
を
提
出
し
説
明
を
求
め
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
歴
代
の

大
使
は
異
口
同
音
に
「
本
省
に
伝
え
ま
す
」
と
か
「
検
討
し
ま
す
」
と
い
う
あ
り
き
た
り
の
返
事
し
か
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

ま
た
検
討
後
の
結
果
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
沖
縄
県
民
に
丁
寧
な
説
明
・
報
告
は
全
く
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
沖
縄
県
民
は
同
大
使
を
「
単
な
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
に
過
ぎ
ず
無
用
の
長
物
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

そ
こ
で
お
尋
ね
す
る
。

一



一

沖
縄
県
や
沖
縄
県
議
会
等
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
や
外
務
大
臣
、
沖
縄
担
当
特
命
全
権
大
使
宛
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
や
抗

議
決
議
等
で
、
外
務
省
沖
縄
事
務
所
が
そ
の
対
応
の
窓
口
と
な
っ
た
事
案
が
、
こ
れ
ま
で
に
何
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
大
使
が

直
接
対
応
し
た
件
数
と
、
事
務
所
副
所
長
が
対
応
し
た
件
数
及
び
職
員
が
対
応
し
た
件
数
を
年
度
別
に
、
大
使
、
副
所
長
及

び
職
員
の
別
毎
に
分
け
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

質
問
一
に
関
連
し
て
、
大
使
が
対
応
し
た
事
案
に
お
い
て
、
外
務
省
に
報
告
し
た
件
数
と
そ
の
内
容
、
米
軍
や
米
国
政
府

関
係
者
と
連
絡
・
調
整
を
行
っ
た
件
数
と
そ
の
内
容
、
具
体
的
に
解
決
や
成
果
に
結
び
つ
い
た
件
数
と
そ
の
内
容
を
そ
れ
ぞ

れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

沖
縄
県
民
は
、
大
使
へ
の
抗
議
等
に
お
い
て
、
歴
代
の
大
使
が
県
民
の
思
い
や
訴
え
を
全
く
忖
度
せ
ず
、
ま
る
で
「
豆
腐

に
鎹
」
の
よ
う
な
対
応
に
終
始
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
大
使
を
称
し
て
「
肩
書
の
つ
い
た
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
評
価
し
て

い
る
が
、
政
府
は
歴
代
の
大
使
の
功
績
や
成
果
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
、
ま
た
評
価
し
て
い
る
か
。

四

政
府
は
、
大
使
の
人
選
に
当
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
点
に
配
慮
し
て
い
る
の
か
。

五

外
務
省
沖
縄
事
務
所
に
お
け
る
大
使
、
副
所
長
及
び
職
員
別
の
人
件
費
と
事
務
所
経
費
を
、
設
置
後
か
ら
今
日
ま
で
す
べ

て
年
度
別
に
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



六

政
府
は
、
大
使
の
費
用
対
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

七

歴
代
の
大
使
の
業
績
や
活
動
に
お
い
て
、
特
筆
す
べ
き
成
果
や
役
割
、
解
決
に
至
っ
た
事
案
等
が
あ
れ
ば
具
体
的
に
列
挙

さ
れ
た
い
。

八

沖
縄
担
当
特
命
全
権
大
使
と
諸
外
国
や
国
連
等
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
特
命
全
権
大
使
の
業
務
や
役
割
に
違
い
が
あ
る
か
。

九

大
使
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
や
評
価
を
鑑
み
る
と
、
引
き
続
き
設
置
す
る
必
要
性
に
乏
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
は
大
使

の
廃
止
を
含
め
て
見
直
し
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


